
白白
石石
町町
長長
はは
、、
３３
月月
２２
日日（（
月月
））にに
開開
会会

しし
たた
松松
前前
町町
議議
会会
第第
１１
回回
定定
例例
会会
でで
、、
平平

成成
２２１１
年年
度度
のの
町町
政政
方方
針針
をを
述述
べべ
まま
しし
たた
。。

町町
政政
方方
針針
はは
、、
ここ
のの
１１
年年
間間
にに
どど
のの
よよ

うう
なな
施施
策策
をを
行行
うう
のの
かか
、、
町町
のの
進進
むむ
べべ
きき

指指
針針
をを
示示
すす
もも
のの
でで
すす
。。

町町
政政
方方
針針
とと
新新
年年
度度
のの
予予
算算
をを
おお
伝伝
ええ

しし
なな
がが
らら
、、「「
心心
をを
ひひ
とと
つつ
にに
しし
たた
まま
ちち
づづ

くく
りり
」」
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
、、
松松
前前
町町
がが
取取
りり

組組
もも
うう
とと
しし
てて
いい
るる
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
、、
皆皆

ささ
んん
にに
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

�
�
�
�

平
成
２１
年
度
の
地
方
財
政
は
、
昨
年

９
月
以
降
の
金
融
危
機
に
伴
い
、
景
気

が
低
迷
し
て
お
り
、
現
在
で
も
回
復
の

兆
し
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

地
方
税
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る

国
税
５
税
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
一
方
、
依
然
と
し
て
高

い
水
準
で
推
移
す
る
借
り
た
お
金
の
返

済
費
用
や
増
加
す
る
社
会
保
障
関
係
経

費
に
よ
り
、
大
幅
な
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
地
方
財
政
の

状
況
下
で
も
、
地
方
公
共
団
体
は
、
住

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
地
域
医
療
の
確
保
や
福

祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
地
域
住

民
の
生
活
を
支
え
る
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
方
が
元
気
を
回
復
し
、

そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
産
業
振

興
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施

策
を
自
主
的
・
主
体
的
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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松
前
町
の
平
成
２１
年
度
予
算
の
歳
入

は
、
町
税
が
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
微

増
し
か
見
込
め
ず
、
地
方
交
付
税
も
税

収
の
増
額
分
以
上
に
減
額
が
見
込
ま
れ

る
状
況
で
す
。

歳
出
は
、
学
校
施
設
の
大
規
模
改
築
、

補
助
費
等
や
社
会
福
祉
費
の
増
加
に
よ

り
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
す

が
、
新
た
な
行
政
課
題
や
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

環
境
衛
生
と
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
の
充
実
、

道
路
・
交
通
網
の
整
備
、
防
災
対
策
、

消
防
・
救
急
対
策
の
充
実
、
教
育
施
設

の
整
備
、
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
充
実
、

高
齢
者
・
児
童
・
障
害
者
福
祉
の
充
実
、

農
漁
業
・
商
工
業
の
振
興
な
ど
に
対
し
、

重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
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平
成
２１
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
施
策
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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